
JIDOサポの申請と報告は、とっても簡単！
 「A4用紙1枚」にギュッとまとめました。
日々忙しい職員の皆さんにに負担をかけず、
子どもたちに“もっとたくさんの体験”を届けたい。
そんな想いから、この仕組みは生まれました。
放課後児童クラブや児童館の費用負担はゼロ。
 県と市の予算を、地域のボランティア活動へと還元し、
子どもたちの「やってみたい！」を応援できる仕組みです。
だからこそ知ってほしい、そしてぜひ“使って”ほしい。
JIDOサポは、徳島の子どもたちを想う皆さんと一緒に
未来を育てていくための新しいカタチです。

1日保育の
時に！

長期休み
に！

学年ごとなど、
複数回に分けて
の使用でもok♪

学び クラフト その他音楽スポーツ

作品が卒業記念に
なりました。

行事ごと
に！

子どもたちに様々な体験を届ける地域の協力者募集中！
「カテゴリ」は5つ！魅力的なサポータが続々と登録してくださっています

サポーター申請は、
何回でも！
お気軽にお問合せ
ください♪

キットパスには、いろいろな使い方があるんだなと
思いました。きれいな作品ができ、とてもうれしい
です。　　　　　　　　　　　　　（ちさき・3年生）

手形をとったり画用紙に絵を書くのがおもしろかっ
たです（あい・4年生）

手形をする人や絵をかく人がいて、にぎやかな絵に
なった（たつき・3年生）

キットパスを使って絵を書かせてくれ、ありがとう
ございます。いままでキットパスと言う物を使った
事がなかったので、とてもきちような経けんに、な
りました。（ゆうき・5年生）

あなたのまち(放課後児童クラブ・児童
館)にもサポーターがやってくる！

サポーター募集中！

クラフトカテゴリ
親子ふれあいアート にこにこまちさん

子どもたちが
大好きな体験が
いっぱい！ サポーターのご紹介♪

サポーターになる前から児童館でキットパスを使っ
た手形アートやウインドウアートを行っていまし
た。
サポーターで活動の場が広がり、多くの子どもたち
と関わることができました。親として「経験は宝物」
と感じ、身近な場所でたくさんの体験を届けられる
この取組は本当に素敵です。
子どもたちの笑顔と元気が何よりのご褒美です.

＃JIDOサポを使おう！

体験した子どもたちの声

申請した先生たちの声
サポーターさんから教えていただいた数々の学びは
子どもたちにとって貴重な体験になります。
体験の数がたくさん増えることはお友達や思い出も
ふえるきっかけにつながると思います。

(徳島市・児童館職員)

「自分の好きなように」「自由に」「何を描いてもい
いよ」と言って下さったので、子どもたちがのびの
びと本当に楽しそうに自由に絵を描いていた。

(徳島市・学童保育クラブ支援員)

自分の描きたいものを真剣に書く子の眼差しや、友
だちと相談しながらわいわい楽しそうに書く子ども
たちの姿を見れて私自身楽しませていただきまし
た。　　　　　　　(徳島市・学童保育クラブ支援員)

手にインク！？と、はじめは躊躇していた子どもた
ちも気がつけば、夢中になって楽しんでいました。
うまくかけなくてもいいんだよ、その言葉に後押し
されたのか、普段は絵が苦手な子も、いつのまにか
笑顔で書いていました。みんなでひとつの作品を完
成させた時の喜びも、また特別な物のように感じま
した。　　　　　　(徳島市・学童保育クラブ支援員)
　

放課後児童応援し隊「サポーター」事業　
ニュースレター　vol.1

＃JIDOサポってなあに？

実際の体験の様子

放課後児童応援し隊「サポーター」事業実施委託者：特定非営利活動法人チルドリン
サイトURL：https://www.child-rin.com/note/jidosapo-recruitment/
お問い合わせ：jidosapo@child-rin.com

サポーター派遣の様子
徳島市内の放課後児童クラブ・児童館でサポーター活
動を行った様子のご紹介です♪

窓ガラスに絵を描く
ウインドウアート
手にキットパス(クレヨン
のような水性チョーク)を
塗ってつくる手形アート
絵本の読み聞かせ　など
子どもたちが真剣に楽し
く体験していました

＃JIDOサポ公式LINE
サポーターご登録は

こちらから♪

#JIDOサポは放課後児童応援し隊「サポーター」事業の愛称です。
徳島県が令和6年度から始めた新しい取り組みです。
放課後児童クラブや児童館などで、子どもたちがさまざまな体験をできるよう、地域
の大人たち（＝サポーター）が活動をサポートします。
サポーターは、絵や工作、スポーツ、自然体験など、自分の得意を活かして子どもた
ちに「やってみたい！」のきっかけを届けます。
活動にかかる費用は放課後児童クラブ・児童館の負担なし。
県と市から活動を応援する費用がサポーターへ支払われます。
子どもたちの放課後が、もっと豊かに、もっと笑顔であふれる時間になるように
——。JIDOサポは、そんな地域みんなで子どもを育てる“あたたかい循環”を広げてい
く事業です。

利用シーン例


